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最
初
に
お
読
み
く
だ
さ
い 

 
 

 

■
は
じ
め
に 

本
書
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
Ｒ
Ｐ
Ｇ
『
ア
ナ
ザ
ー
ワ
ー
ル
ド
Ｓ
Ｒ
Ｓ
（
以
下
Ａ
Ｗ
）』

の
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、『
Ａ
Ｗ
』
の
世
界
観
と
用
語
に
つ
い
て
解

説
す
る
。 

『
Ａ
Ｗ
』
で
描
か
れ
る
物
語
は
、
現
代
の
世
界
（
ゼ
フ
ィ
ロ
ス
）
を
舞
台
に
し
た

能
力
者
達
の
戦
い
だ
。 

ご
く
普
通
の
一
般
人
と
は
違
っ
た
力
を
持
っ
た
者
、
能
力
者
。
こ
の
現
代
社
会

に
存
在
す
る
超
常
の
力
を
持
っ
た
者
達
が
分
身
と
な
る
Ｐ
Ｃ
だ
。 

正
な
る
神
達
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
ゼ
フ
ィ
ロ
ス
と
い
う
世
界
は
、
常
に
破

滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
。
悪
し
き
神
『
欺
く
神
』
と
彼
ら
が
率
い
る
眷
属
『
異

端
』
に
よ
っ
て
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
る
。
能
力
者
の
一
握
り
は
『
正
な
る
神
』
の

手
を
借
り
、
異
端
達
に
よ
っ
て
悲
惨
な
運
命
に
書
き
換
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
世
界

の
時
間
を
戻
し
、
彼
ら
の
悪
行
に
対
抗
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。 

 

ま
ず
、
遊
ぶ
に
あ
た
り
必
要
な
用
語
を
解
説
し
よ
う
。 

 

●
能
力
者 

 

一
般
人
に
は
な
い
特
殊
な
能
力
を
持
っ
た
者
。異
端
と
戦
う
力
を
持
っ
て
い
る
。 

先
天
的
に
超
能
力
を
有
し
て
い
た
り
、
後
天
的
に
魔
術
を
学
ん
だ
り
と
、
能
力

を
持
っ
て
い
る
理
由
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
能
力
を
使
っ
て
一
般
人
を
傷
つ
け
る
こ
と

は
禁
忌
で
あ
る
。 

楽
し
い
や
嬉
し
い
な
ど
の
『
正
の
感
情
』
を
得
て
成
長
す
る
。
能
力
者
（
Ｐ
Ｃ
）

は
、
退
魔
組
織
『
教
会
』
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。 

 ●
退
魔
組
織
『教
会
』 

 

日
本
最
大
規
模
の
退
魔
組
織
。
各
地
で
起
こ
る
異
端
関
連
の
事
件
を
解
決
す
る

た
め
に
、登
録
し
て
い
る
能
力
者
に
仕
事
を
斡
旋
す
る
。教
会
と
い
う
名
前
だ
が
、

と
あ
る
宗
教
施
設
と
は
無
関
係
で
あ
る
。 

膨
大
な
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
管
理
し
て
お
り
、
Ｐ
Ｃ
が
所
属
す
る
心
強
い
団

体
と
し
て
登
場
す
る
。 

 

●
異
端 

『
負
の
感
情
』
を
得
る
こ
と
で
成
長
す
る
者
。 

Ｐ
Ｃ
の
敵
。
悪
し
き
神
『
欺
く
神
』
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
悪
し
き
存
在
。

多
く
の
異
端
は
人
々
を
恐
怖
に
陥
れ
、
食
ら
お
う
と
す
る
化
け
物
で
あ
る
。 

「
よ
り
力
を
得
た
い
」
と
い
う
本
能
の
ま
ま
に
動
き
、
多
く
の
『
負
の
感
情
』
を

得
る
た
め
に
、
た
だ
人
を
殺
す
の
で
は
な
く
、
肉
体
的
・
精
神
的
に
苦
し
め
て
か

ら
殺
そ
う
と
す
る
者
が
多
い
。 

▼
欺
く
神 

悪
を
生
み
出
す
邪
神
。
世
界
を
『
負
の
感
情
』
で
呑
み
込
み
、
全
て
の
存
在
を

苦
し
み
の
中
で
消
滅
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
生
物
と
相
容
れ
な
い
絶

対
的
な
悪
で
あ
る
。 

Ｐ
Ｃ
が
住
む
世
界
ゼ
フ
ィ
ロ
ス
と
は
一
段
階
上
の
次
元
『
上
階
』
に
、
正
な
る

神
と
共
に
住
ま
う
。 



5 

▼
異
端 

（下
級
異
端
） 

 
異
端
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
大
半
は
、獣
や
禍
々
し
い
姿
を
し
た
化
け
物
で
あ
る
。 

『
負
の
感
情
』
を
得
る
と
成
長
・
巨
大
化
す
る
た
め
、
本
能
と
し
て
非
人
道
的
な

行
動
を
繰
り
返
す
。
モ
ン
ス
タ
ー
や
ク
リ
ー
チ
ャ
ー
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。 

▼
魔
族 

（中
級
異
端
） 

 

ご
く
稀
に
人
間
と
同
じ
よ
う
な
格
好
を
し
た
異
端
も
存
在
す
る
。 

人
に
紛
れ
て
過
ご
し
て
い
る
が
、『
負
の
感
情
』
を
得
る
こ
と
で
成
長
す
る
点
は

異
端
と
変
わ
ら
な
い
。 

▼
魔
王 

（上
級
異
端
） 

 

欺
く
神
の
直
属
の
配
下
。
異
端
の
王
。 

神
々
は
上
階
か
ら
ゼ
フ
ィ
ロ
ス
に
降
り
立
つ
（
堕
天
す
る
）
こ
と
は
基
本
的
に

で
き
な
い
た
め
、
魔
王
が
直
接
異
端
を
率
い
て
世
界
に
君
臨
し
て
い
る
。 

 

異
端
や
魔
族
を
様
々
な
手
段
で
生
み
出
し
、
使
役
す
る
こ
と
が
で
き
、
神
に
も

等
し
い
強
大
な
力
を
持
つ
。
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
魔
王
の
数
は
４
体
。 

▼
異
端
犯
罪
者 

異
端
の
力
を
取
り
込
み
、
私
利
私
欲
の
た
め
に
能
力
を
用
い
て
人
々
に
危
害
を

加
え
る
者
も
い
る
。
彼
ら
は
異
端
犯
罪
者
や
異
端
テ
ロ
リ
ス
ト
と
呼
ば
れ
、
教
会

を
始
め
、
多
く
の
団
体
が
取
り
締
ま
っ
て
い
る
。 

 

『
異
端
者
』
は
「
異
端
の
力
を
操
る
能
力
者
」
で
あ
る
た
め
、
呼
び
方
に
注
意
。 

 

●
ウ
ズ
マ
キ 

 

時
空
の
歪
み
の
こ
と
で
あ
り
、
能
力
者
の
み
が
知
覚
で
き
る
異
空
間
。 

様
々
な
大
き
さ
の
武
器
（
ス
キ
ル
ウ
ェ
ポ
ン
）
を
収
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
、

四
次
元
ポ
ケ
ッ
ト
。
魔
法
の
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
。 

 

ウ
ズ
マ
キ
の
中
は
時
間
が
進
ま
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
基
本
的
に
、
生
き
物

を
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

■
ゼ
フ
ィ
ロ
ス
と
い
う
世
界 

 

こ
の
世
界
『
ゼ
フ
ィ
ロ
ス
』
に
住
む
人
々
は
、『
正
な
る
神
』
と
呼
ば
れ
る
超
越

的
存
在
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
。
人
々
の
運
命
は
、
既
に
大
ま
か
に
だ
が
決
定
さ

れ
て
い
る
。 

 

し
か
し
、『
正
な
る
神
』
は
個
々
の
意
思
を
無
視
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
神
は

人
々
に
『
セ
カ
イ
の
イ
ベ
ン
ト
（
生
き
て
い
る
う
ち
に
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ポ
イ
ン
ト
）』
を
設
定
し
た
だ
け
で
、
あ
と
は
自
由
な
の
だ
。 

例
え
ば
、
Ａ
さ
ん
は
あ
る
世
界
で
は
美
大
の
生
徒
だ
。
し
か
し
、
Ａ
さ
ん
自
身

の
選
択
に
よ
り
、
別
の
世
界
（
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
）
で
は
美
術
の
専
門
学
校
に

通
っ
て
い
る
。
２
つ
の
生
き
方
は
、
似
た
よ
う
に
見
え
て
、
大
き
く
違
う
。
些
細

な
出
会
い
の
違
い
に
よ
っ
て
人
生
に
差
異
が
発
生
す
る
か
ら
だ
。
だ
が
、「
Ａ
さ
ん

は
美
術
の
分
野
を
得
意
と
す
る
」
や
「
十
八
歳
の
と
き
学
生
で
あ
る
」
と
い
う
『
セ

カ
イ
の
イ
ベ
ン
ト
』
か
ら
外
れ
る
こ
と
は
な
い
。
Ａ
さ
ん
に
と
っ
て
神
に
決
め
ら

れ
た
項
目
と
は
、「
美
術
に
関
わ
る
こ
と
」
だ
け
で
あ
り
、
他
は
自
由
な
の
だ
。 

 
こ
こ
で
決
し
て
「
運
命
は
他
者
に
よ
っ
て
既
に
決
め
ら
れ
て
い
る
」
と
悲
観
し

て
は
な
ら
な
い
。
彼
が
い
か
な
る
人
格
な
の
か
、
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
大
人
に

な
る
か
は
、
そ
の
と
き
の
視
点
（
プ
レ
イ
ヤ
ー
）
に
全
て
委
ね
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、「
何
が
正
統
な
記
憶
な
の
か
」
迷
っ
て
は
い
け
な
い
。
ど
の
世
界
の
自

分
が
本
物
な
の
か
、
い
く
つ
も
あ
る
自
分
は
何
者
な
の
か
―
―
答
え
は
、「
ど
の
世

界
も
本
物
で
あ
る
」。
正
否
は
無
く
、
自
分
が
認
識
し
た
視
点
こ
そ
正
解
な
の
だ
。 
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●
運
命
を
邪
魔
す
る
も
の
『異
端
』  

 
『
正
な
る
神
』
に
よ
っ
て
設
定
し
た
寿
命
を
邪
魔
す
る
者
達
、
そ
れ
が
『
異
端
』

と
呼
ば
れ
る
存
在
だ
。 

 

異
端
は
『
欺
く
神
』
に
よ
り
、
他
人
を
害
す
る
た
め
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

平
和
に
八
十
歳
ま
で
生
き
る
運
命
だ
っ
た
Ａ
さ
ん
は
、
異
端
の
攻
撃
に
よ
り
、

二
十
歳
で
死
ん
で
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
二
十
歳
で
亡
く
な
れ
ば
、
本
来
設
定

さ
れ
て
い
た
残
り
六
十
年
の
世
界
は
歪
み
、
無
理
に
設
定
が
改
定
さ
れ
て
い
く
こ

と
で
、
彼
の
周
囲
に
も
狂
い
が
生
じ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。 

 

世
界
が
「
一
人
の
死
」
で
振
り
向
く
こ
と
は
、
ま
ず
な
い
。
異
端
に
よ
り
殺
さ

れ
た
と
し
て
も
、
世
界
は
急
ご
し
ら
え
の
計
算
を
済
ま
し
て
何
事
も
無
か
っ
た
か

の
よ
う
に
進
む
。
だ
が
、
あ
ま
り
に
大
き
な
乱
れ
が
生
じ
た
場
合
、
ど
う
し
よ
う

も
な
い
状
態
に
追
い
込
ま
れ
た
と
き
、『
正
な
る
神
』
は
『
特
例
』
を
出
す
。 

 

時
間
を
巻
き
戻
し
て
で
も
失
態
を
無
か
っ
た
こ
と
に
し
、
人
々
に
、
特
に
強
大

な
力
を
持
つ
『
能
力
者
』
に
「
平
和
な
運
命
を
害
す
る
異
端
を
退
治
す
る
特
例
」

を
与
え
る
の
だ
。 

 

●
神
に
選
ば
れ
た
も
の 

『
正
な
る
神
』
は
、
異
端
と
戦
う
力
を
持
っ
た
能
力
者
の
も
と
に
、
時
間
跳
躍
の

特
例
を
授
け
る
こ
と
が
あ
る
。 

何
故
な
ら
、
神
は
自
ら
の
手
で
世
界
に
生
き
る
者
達
を
手
に
か
け
て
は
い
け
な

い
。
た
と
え
相
手
が
悪
し
き
神
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
異
端
で
も
、
神
自
身
が
「
世

界
の
一
員
」
で
あ
る
異
端
を
排
除
し
て
し
ま
う
と
、
同
じ
く
「
世
界
の
一
員
」
で

あ
る
善
良
な
人
々
や
世
界
そ
の
も
の
も
消
滅
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。 

世
界
で
生
き
る
者
を
排
除
す
る
に
は
、
そ
の
世
界
で
生
き
る
者
達
の
力
で
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。 

神
は
自
ら
の
配
下
『
神
々
の
装
具
』
を
世
界
に
派
遣
す
る
。
神
々
の
装
具
は
異

端
と
対
抗
で
き
る
能
力
者
の
前
に
現
れ
、
惨
事
が
起
こ
る
前
ま
で
時
間
を
巻
き
戻

す
。
能
力
者
は
ま
だ
何
も
起
き
て
い
な
い
世
界
で
、
異
端
を
討
伐
で
き
る
の
だ
。 

 

こ
の
時
間
跳
躍
に
強
制
力
は
無
い
。
神
が
生
み
出
す
強
制
力
は
、
生
ま
れ
た
と

き
に
設
定
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
以
外
は
無
い
か
ら
だ
。
神
達
の
誘
い
を
断
り
、
異
端

に
殺
さ
れ
る
運
命
を
受
け
入
れ
る
の
も
、
個
人
に
与
え
ら
れ
た
自
由
の
一
つ
だ
。 

 

■
ル
ー
ル
の
処
理 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

『
Ａ
Ｗ
』の
中
で
使
用
す
る
用
語
や
ル
ー
ル
処
理
の
原
則
に
つ
い
て
解
説
し
よ
う
。 

 

●
端
数
の
処
理 

 

割
り
算
な
ど
の
計
算
の
結
果
で
端
数
が
発
生
し
た
場
合
、
切
り
捨
て
と
す
る
。 

 

●
ダ
イ
ス
の
読
み
方 

『
Ａ
Ｗ
』
で
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
行
為
が
う
ま
く
い
っ
た
か
を
乱
数
で
表
現
す

る
た
め
に
ダ
イ
ス
（
６
面
体
サ
イ
コ
ロ
）
を
使
用
す
る
。 

▼
ｎ
Ｄ
６ 

 
ｎ
個
（
ｎ
は
１
以
上
の
整
数
）
の
サ
イ
コ
ロ
（
Ｄ
は
Ｄ
ｉ
ｃ
ｅ
の
略
）
を
振
っ

て
出
た
目
を
合
計
す
る
こ
と
。
２
Ｄ
６
の
場
合
、
２
～
12
の
結
果
を
得
ら
れ
る
。 

▼
Ｄ
６
６ 

 

サ
イ
コ
ロ
を
ふ
た
つ
振
り
、
一
方
を
10
の
位
、
も
う
一
方
を
１
の
位
と
し
て
読

む
振
り
方
。
11
～
66
ま
で
の
結
果
を
得
ら
れ
る
。 
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■用語集 
▼ＧＭ 

 ゲームマスターの略。 

▼ＮＰＣ 

 ノンプレイヤーキャラクターの略。ＧＭが

管理するＰＣではないキャラクターの総称。 

▼ＰＣ 

 プレイヤーキャラクターの略。 

▼±50副特技 

 キャラクターの個性を付けるための演出用

副特技。例えば《+50料理》を持つキャラク

ターなら達成値に+50が付くほど美味しい料

理が作れるが、《-50料理》を持つキャラクタ

ーは料理下手なためどんなに頑張っても最終

的に達成値-50（最低値は 1）されてしまう。 

▼エージェント 

 退魔組織『教会』に所属している能力者の

こと。教会にエージェントとして登録してお

けば、異端討伐の依頼が入ってくるようにな

る。多くは本来の職業の陰でエージェント業

をするが、専業エージェントも少なくはない。 

▼エキストラ 

 能力や技能などのデータを設定されていな

いＮＰＣのこと。大抵はダメージを１点でも

与えられると死亡する。 

▼クラス 

 戦闘における能力、種族を表わす。 

▼攻撃 

 【スキルウェポン】での攻撃や特技などを

使用して、対象にダメージなどを与える行動。 

▼シナリオハンドアウト 

 各ＰＣにＧＭから配布されるモチベーショ

ンや立場を表わしたもの。ハンドアウト内で

記されている「セカイのイベント」とは、シ

ナリオ中に起こりうる出来事のこと。 

▼正気度 

 キャラクターがショックを受けて正気でい

られるかの判定に使う能力値。 

▼対象識別 

 敵がいかなる能力を持っているか、どのよ

うなデータで運用されているか調べる判定。 

▼デジャブ判定 

 以前のループでの出来事を覚えているか思

い出す判定。難易度は不可能レベルの目標値

20～30であることが多く、特定の特技を取得

しているとき以外はＧＭが指示したときにし

か判定することができない。 

▼特技 

 キャラクターの持つ特殊な技。『ＡＷ』では、

クラスのメインの顔となる強力な特技である

「主特技」と、クラスの特徴などを演出する

「副特技」という２つの分類に分かれている。 

▼能力値 

 力の強さや頭の良さなどを表わす数値。 

▼バッドステータス 

 ダメージではない悪影響を表わすもの。 

『重圧』：「タイミング：常時」以外の特技が

使用不可になる。マイナーアクションで回復

可能。 

『転倒』：移動が不可能となり、全行為判定－

１Ｄ６。マイナーアクションで回復可能。 

『毒』：クリンナッププロセスごとに１Ｄ６点

の実ダメージを受ける。毒を回復する特技を

使用することで回復可能。 

『麻痺』：移動が不可能となり、【回避値】が

－５される。クリンナッププロセスで自動回

復できる。 

『放心』：全行為判定－１Ｄ６。クリンナップ

プロセスで自動回復できる。 

▼プレイヤー 

 ゲームの参加者のこと。 

▼モブ 

 集団を表わすキャラクター群。3～10人の

敵を、まとめて１体のモブとして表現する。 

▼ループ 

 経過した時間が巻き戻り、もう一度人生を

やり直す、または何度も同じ時間をやり直す

こと。 

▼レベル 

 強さの段階を表わす数字。高い方がより強

いといえる。

 


